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参加者申し込み : 331名
参加者（現地）: 51名
参加者（オンライン） : 167名

アンケート回収（現地） : 32件
アンケート回収（オンライン）: 69件

全体アンケートの結果
現地

オンライン

※1→とても良かった
5→とても悪かった

※1→とても良かった
5→とても悪かった
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〈消費者教育のキーワード〉

学校の内外

地方 官民連携

開会挨拶 講演型事例報告

明誠高校 理事 山本氏
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アンケートの結果

・島根県でも、いろいろな事例があることにびっくりした。
都会などの場所ばっかりだと思っていたので、すごく学びになりました。

・なぜ消費者教育が必要なのか、を最初に数値を用いて説明してもらって納得して
その後の公演を聞けた
・フリースクールを必要とする生徒の内面に注目した発表だった。

現地 オンライン

※1→とても良かった
5→とても悪かった

※1→とても良かった
5→とても悪かった
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ワークショップ型事例報告① 小田急電鉄（株）
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アンケートの結果

・何か興味関心があることから知る事で、サービスの内容について意欲を持って
学んでくれるということに気付かされました。

・自社の強みを生かした、子どもたちの興味関心を引き出す取り組みを知れて参考になりました。
ありがとうございました。
・とても意外で、こども達の興味の先につながる取り組みだと思いました。

現地 オンライン

※1→とても良かった
5→とても悪かった

※1→とても良かった
5→とても悪かった
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ワークショップ型事例報告② （株）Funda
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アンケートの結果

・会計クイズは、消費者教育の一部に取り入れると、子どもたちに新しい視点を与えてくれるものだと思う。
単体でというより、消費と生産に関しての他のコンテンツと組み合わせることで学びが深まる内容だと感じた。

・パワーポイントも分かりやすく、身近な企業の例も盛りだくさん。企業がいかにして儲けているのか
消費者の視点で勉強することができました。税金等のことについても教えて欲しいです。
・馴染みのない決算書の説明をわかりやすく行なっていた。 クイズも面白かった

現地 オンライン

※1→とても良かった
5→とても悪かった

※1→とても良かった
5→とても悪かった
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ワークショップ型事例報告③ 瀬戸内サニー（株）
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アンケートの結果

・A×Bでおもしろいアイデアが生まれるというワークショップがおもしろい。

・YouTubeの活動を使って教育してくださりわかりやすかった。

・アイディアをたくさん出して、いろいろな人とお話しできて楽しかったです。
話し方がラフで、とても頭に入りやすかったです。

現地 オンライン

※1→とても良かった
5→とても悪かった

※1→とても良かった
5→とても悪かった
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パネルディスカッション

「提言につなげよう」
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アンケートの結果

・消費者教育を考える上で、生産者の視点を持つことが重要だという考えが面白い。

・問題は、子供や高齢者だけではないことに気付かされた。親世代の意識づけも大切だと思いました。
親世代の啓発と子どもたちと一緒に学ぶことが大切にしたいと思った。

・様々な視点が重なり合い、気づきの多いパネルディスカッションとなった。大畑さんが
加わったことで、教育関係者にも理解しやすく、教育への実装が見えてくる中身となったと思う。

現地 オンライン

※1→とても良かった
　5→とても悪かった

※1→とても良かった
　5→とても悪かった
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フェスタを終えて、未来へ

①明誠高校において、消費者教育に関する学びの「単位化」
→ 全国の高校に、本質的な消費者教育の学びを。

②他県の方から、開催したい！との声
→ 来年度以降のフェスタへ。
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素敵な機会を
一緒につくってくださり、
ありがとうございました。
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